
 東京電力ホールディングス株式会社
労働環境改善

2019/11/28現在

27 3 10 17 24 1 8 15 下 上 中 下 前 後

（実　績）
　・労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応
　・作業員へのアンケートによる実態把握

（予　定）
　・労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応
　・作業員へのアンケートによる実態把握
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境
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防
護
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備

1
防護装備の適
正化検討

（実　績）
　・管理対象区域の運用区分及び放射線防護装備の適正化検討※
　・管理対象区域の運用区分に応じた放射線防護装備の適正化運用開始
　　（2016年3月8日）

（予　定）
　・管理対象区域の運用区分及び放射線防護装備の適正化検討※
　　（運用範囲の拡大等）

※管理対象区域を３つのゾーンに区分し、休憩所や装備交換所で、
　各区分に応じた防護装備を着用することで、作業時の負荷軽減
　による作業性の向上を図る。
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継続的な医療
職の確保と患
者搬送の迅速
化

（実　績）
　・１Ｆ救急医療室の2019年12月までの医師確保完了
　　（固定医師１名＋ﾛｰﾃｰｼｮﾝ支援医師）
　・１Ｆ救急医療室の1～3月の勤務医師調整

（予　定）
　・１Ｆ救急医療室の1～3月の勤務医師調整
　・１Ｆ救急医療室の4～6月の勤務医師調整

健
康
管
理

長期健康管理
の実施

6

労働環境・就
労実態に関す
る企業との取
り組み

3

人
身
安
全

労働環境改善スケジュール

分
野
名

括
　
り

作業内容 2月12月 1月 備　考これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定 10月 11月

2

重傷災害撲
滅、全災害発
生状況の把握

（実　績）
 　・協力企業との情報共有、安全施策の検討・評価
 　・安全衛生推進協議会の開催：災害事例等の再発防止対策の周知等
 　・作業毎の安全施策の実施（ＴＢＭ－ＫＹ等）
 　・熱中症予防対策の実施（4～10月）
 　・福島第一原子力発電所における熱中症予防対策の実施状況の報告

 （予　定）
 　・協力企業との情報共有、安全施策の検討・評価
 　・安全衛生推進協議会の開催：災害事例等の再発防止対策の周知等
 　・作業毎の安全施策の実施（ＴＢＭ－ＫＹ等）

（実　績）
　・検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用の精算手続き
　・2019年度対象者（社員）への「白内障検査」（本社）実施
　・2019年度対象者（社員）への「白内障検査」（柏崎刈羽）実施
　・インフルエンザ予防接種の実施（１Ｆ構内臨時会場、近隣医療機関）

（予　定）
　・検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用の精算手続き
　・インフルエンザ予防接種の実施（１Ｆ構内臨時会場、近隣医療機関）

5

作業員の確保
状況と地元雇
用率の実態把
握

（実　績）
　・作業員の確保状況と地元雇用率についての調査・集計

（予　定）
　・作業員の確保状況と地元雇用率についての調査・集計
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インフルエンザ予防接種の実施

労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握、解決策の検討・実施・結果のフィードバック

作業員の確保状況集約▽

情報共有、安全施策の検討・評価

▽作業員の確保状況調査依頼

管理対象区域の運用区分及び放射線防護装備の適正化検討

健康相談受付

作業員の確保状況集約▼

【検査受診期間】検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用精算手続き

▽作業員の確保状況調査依頼

管理対象区域の運用区分に応じた放射線防護装備の適正化

１Ｆ救急医療室12月までの医師確保完了

作業員の確保状況（10月実績/12予定）と

地元雇用率（10月実績）についての調査・集計

▼作業員の確保状況調査依頼

熱中症予防対策の実施（4～10月）

作業員へのアンケート（第10回）

１Ｆ救急医療室の1～3月の勤務医師調整

公表（12月下旬⇒１月下旬）

▽

社員・白内障検査（本社）

作業員の確保状況（11月実績/1月予定）と

地元雇用率（11月実績）についての調査・集計

作業員の確保状況（12月実績/2月予定）と

地元雇用率（12月実績）についての調査・集計

社員・白内障検査（柏崎刈羽）

工程変更

１Ｆ救急医療室の4～6月の勤務医師調整新規追加

福島第一原子力発電所における熱中症予防対策の実施状況の報告（11/28）

▼
新規追加
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東京電⼒ホールディングス株式会社

2019年度 福島第⼀原⼦⼒発電所における
熱中症予防対策実施状況について

2019年11⽉28⽇



1１．2019年度 熱中症の発症状況①
１．福島第⼀原⼦⼒発電所の熱中症発症数推移

2011年度をピークに全体的な発症数は減少しているものの、⾄近年度の発症数は
やや増加傾向にある。



2

２．福島第⼀原⼦⼒発電所の熱中症発症数
脱⽔症 ︓1件（0件）
熱中症Ⅰ度︓8件（6件）
熱中症Ⅱ度︓3件（2件）
熱中症Ⅲ度︓1件（0件） （ ）内は2018年件数

2018年度は8件→2019年度は
13件へ増加

１．2019年度 熱中症の発症状況②

◇WBGT［暑さ指数〜湿球⿊球温度（Wet Bulb Globe Temperature）］値の上昇に
伴い、熱中症発症が増加している。
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7月～10月気温と熱中症発生関連グラフ

2019年熱中症件数 2018年熱中症件数 2019年気温 2018年気温

短期間（約1週間）で

急激に温度上昇

約2週間かけて緩やか

に気温上昇

急激な気温上昇

急激な気温上昇

[℃] [人]

3

◇梅⾬明けの急激な気温上昇時や休み明けに熱順化ができていない⾝体により、
熱中症発症の傾向が⾒られる。

１．2019年度 熱中症の発症状況③
３．７⽉〜10⽉の気温変化と熱中症発症との関係

お盆休み



共通要因 2019年　６⽉ 2019年　７⽉ 2019年　８⽉ 2019年　９⽉

1 3 4 5
Ⅰ度（軽度） 1（A社） 3（B,C社） 1（Ｅ社） 3(G、E、H社）
Ⅱ度（中度） 0 0 1（Ｄ社） 2（F社）,（J社）
Ⅲ度（重度） 0 0 1（Ｂ社）

脱⽔症 0 0 1（Ｂ社）
Ａ社→① Ｂ社→① Ｄ社→① Ｆ社→①、G社→②、E社→③

Ｃ社（2件）→②③ Ｂ社（2件）→②③、Ｅ社→④ Ｈ社→④、J社→⑤
①30.7℃ ①37.1℃ ①24.0℃ ①23.6℃、②30.5℃

②③33.0℃ ②28.0℃ ③26.4℃、④25.9℃
③31.3℃ ⑤21.0℃
④35.0℃

全⾯マスク作業 ◯ ① ①②③ ①②③④ ①③④
タイベック（補正値1℃） ◯ ① ①②③ ①②③④ ①④⑤
アノラック（補正値11℃） △ ① ①②③ ③ ③（下のみ着⽤）
その他（遮蔽スーツ等） ④

作業時間＋移動時間（DS2） 1〜2時間 ②（1.5hr）
半⾯マスク 2時間以上 ⑤（1.5hr+1.0hr）

1時間以内
1〜2時間 ①1.5hr ②（1.5hr）④(1.5hr） ①（1.5hr)

2時間以上 ①1.5hr＋休憩＋2hr ②③（3.25hr） ①③（3.5hr） ③3hr（2hr+休憩+1hr）
④（3.1hr）

屋外 ①②③④ ①②③④⑤
屋内 ① ①②③
有 ― ― ①② ②⑤(熱中症)
無 ① ①②③ ③④ ①③

項⽬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⽉別

熱中症発⽣件数

熱中症の程度
（医療⾏為有り）

熱中症が発⽣した元請
　＊企業名を丸数字に置き替えることで、以下表も同様に確認する

熱中症発⽣時のWBGT値
（補正値込み） ◯

装備

作業時間＋移動時間
（全⾯マスクを付けている時間） ◯

発⽣場所

既往歴有無

4１．2019年度 熱中症の発症状況④
４．熱中症発症の共通要因（1/2）

全⾯マスク

作業時間1.5時間以上



共通要因 2019年　６⽉ 2019年　７⽉ 2019年　８⽉ 2019年　９⽉

△ ①13:45 ①10:30
②③12:05

①24:15、②13:09
③11:45、④8:33

①8:54、②9:50
③11:35、④9:40
⑤13:20

◯ ①43才 ①50才、②40才、③53才 ①34才、②43才
③42才、④49才

①45才、②42才、③50才
④22才、⑤52才

①1F︓7年
①1F:3.7年
②8年4ヶ⽉
③8年4ヶ⽉

①1F:10ヶ⽉
②1F︓1.4年
③1F:5年
④10ヶ⽉

①1F︓経験なし
②1F︓7年
③1F︓4年
④1F︓1年
⑤1F︓9ヶ⽉

①
・作業前⾷事（朝）有
・塩分・⽔分の摂取　有

①②③
・作業前⾷事（朝）　有
・塩分・⽔分の摂取有

①③
・作業前⾷事（夜）有
・塩分・⽔分補給無
②④
・作業前⾷事（朝）有
・塩分・⽔分の摂取無

①
・作業前⾷事（夜）有
・塩分・⽔分補給無
③
・作業前⾷事（朝）有
・休憩中　塩分⽔分摂取

△ ①6:00/7:30 ①9:00/9:10
②③8:20/10:00

①20:00/21:30
②8:20/8:50
③4:00/5:15
④5:45/7:15

①6:50/7:30
②6:30/7:32
③5:45/6:15
④6:00/7:15
⑤6:00/8:00

△

①6/26（⽔） ①7/24（⽔）
②③7/31（⽔）

①8/2（⾦）
②8/19（⽉）
③8/26（⽉）
④8/30（⾦）

①9/4（⽔）
②9/11（⽔）
③9/11（⽔）
④9/15（⽇）
⑤9/25（⽔）

熱中症が発⽣した⽇、曜⽇

項⽬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⽉別

発症時間

被災害の年齢

被災害の１Ｆ経験年数

作業前⾷事（朝、夜⾷）の有無　／
作業間休憩時の塩分＋⽔分補給状況

ミーティング開始時間／現場出向時間

5１．2019年度 熱中症の発症状況④
４．熱中症発症の共通要因（2/2）

40才以上



１．2019年度の熱中症予防対策の重点項⽬
・熱中症予防対策強化期間は、気温が上昇して熱中症発症の可能性が⾼くなる
4⽉〜10⽉までとした。（昨年と同様の期間）

・WBGT値25℃以上の時に温度区分を設定（警戒・厳重警戒・危険）し、⾝体
作業の負担に応じた実作業時間を定めた。

・WBGT値（気温）が、20℃以上（特に春、秋頃）の時は、天気予報で寒暖の
差を前⽇に確認、気温変化が⼤きい場合には、作業前に熱中症予防を図った。

２．2018年度と2019年度の⽐較
• 2019年度は７⽉下旬梅⾬明け以降は、昨年と同様な猛暑であった。
• 福島第⼀原⼦⼒発電所の熱中症の発症件数は、2018年度が8件であったが、2019

年度は13件となり、昨年の件数を超えた。
・2018年度は、5⽉〜10⽉の期間で熱中症が発症（特に10⽉は3年連続）したが、
2019年度6⽉〜9⽉で熱中症の発症はしたものの、4⽉、5⽉、10⽉では熱中症の発
症はなかった。

２．2019年度 熱中症対策の評価① 6



３．2019年熱中症発症時の特徴
• 梅⾬明け後の急激な気温上昇、⽇差しが強くなる午前の気温上昇時、前⽇と当⽇の

気温差などが熱順化不⾜の要因となり、熱中症が発症したと考えられる。
また、全⾯マスクを着⽤し、年齢40〜50才代の⽅が、作業時間（移動時間含む）1.5
時間を超えると熱中症を発症しやすい特徴がみられた。

• ３年連続して10⽉に熱中症が発症していたが、今年度は10⽉にかけて熱中症対策期
間としたことで0件となった。

４．2020年度に向けた熱中症対策
・2019年度熱中症発症要因、特徴を踏まえ、必要な予防ルールの⾒直しや注意喚起⽅
法（伝えるタイミングや場⾯、伝え⽅など）を検討する。

２．2019年度 熱中症対策の評価② 7



３．熱中症予防対策（2019年度全体）
熱中症予防対策強化期間（４⽉ 〜10⽉）
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以下 参考資料



10【参考】2019年度に実施した主な熱中症予防対策



【参考】2019年作業安全ハンドブックの熱中症予防ルール 11

社員と作業員へ配布



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

【WBGT表⽰器・時計設置場所】

＜１０個所︓固定＞
①物揚場前Ｇ⇔Ｙ装備切替所
②⾼性能アルプス建屋前

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
③１〜４号⽔素供給装置東側

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
④ふれあい交差点付近
⑤技能訓練センター付近

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
⑥５，６号Ｓ／Ｂ脇
⑦登録センター前
⑧免震棟前
⑨⼊退域管理棟（駐⾞場側）
⑩⼊退域管理棟（新事務本館側）

【給⽔⾞設置場所】
＜３個所＞

①⼟捨て場北側
②Ｈ６タンクエリア
③CCR装備交換所南側

【参考】管理対象区域の運⽤区分
／給⽔⾞設置／WBGT表⽰器・時計設置

① ②
③

①⑥

②
④ ⑤

③

⑦

⑧

⑨
⑩
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【参考】ER利⽤の促進活動

◇安全衛⽣推進協議会にて、ERの積極的な利⽤を促進

13
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【参考】労災かくし防⽌活動

・労災かくし防⽌の教育⽤DVD視聴（約20分）
タイトル 「労災かくし破滅への道」
（建設安全研究会）

１．労災かくし防⽌のための主な活動
・けがや傷病が発⽣した場合は、ERの利⽤促進を周知。※

・作業員がけがや傷病を発⽣または発⾒時に、万が⼀作業班⻑や元請へ報告され
ない場合には、直接、東京電⼒へ声をあげる既存の仕組み（エコーBOX等）が
利⽤できることを周知。※

・元請け企業に対して、「下請け企業の事業主（管理者）へ労災かくしは犯罪であ
り罰則があること、情報を速やかに上げる必要があること」について指導。

・元請企業に対して、作業終了後（当⽇の⼣礼、翌⽇の朝礼等）、作業員⼀⼈
⼀⼈の労働災害有無について確認の徹底を指導。

・教育⽤DVDを元請企業（所⻑、安全関係者）
参加者で視聴。

※⼊所時教育，作業班⻑教育で実施
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